西 鶴の 作品に ついてはつ い 近年まで わずかな 知識 さ 

え も 持 合せなかった。 ところが、 二、 三年 前に ある 偶 

につ ぼんえ いたい ぐら 

然な 機会から、 はじめて 『日本 永代 蔵』 を 読まな けれ 

ばなら ない 廻り 合せに なった。 当時 R 研究所での 仕事 

に聯 関して 金米糖の 製法に ついて 色々 知りたい と 思つ 

ていたと ころへ、 矢島理 学士から、 西 鶴の 『永代 蔵』 

に その 記事が あると いう 注意 を 受けた ので、 早速 岩波 

文庫で その 条項 を 読んで みた。 そのつ いでに この 書の 

その他の 各条も 読んで みると なかなか 面白い ことが 沢 

ば きん 

山に ある。 のみならず、 自分が これまでに 読んだ 馬 琴 

や 近 松 や 三 馬な どと は 著しく 違 つ た 特色 を も つ た 作者 



今 ここに 事新しく 述べ るまで もない ことか も 知れない 

であろうが、 ただ 自分が 近頃 彼の 作品 を 乱読して いる 

うちに 特に 心 付いた 若干の 点 を 後日の 参考 また 備忘の 

しる 

ために 簡単に 誌して おきたい と 思 つ た 次第で ある。 

第一 に 気の 付く 点 は、 西 鶴が、 知識の 世界の 広さ、 

可能性の 限界の 不可 測と いう ことにつ いて、 かなり 

はっきりした 自覚 を も つ ていたと 思われる ことで ある- 

この 点 もまた ある 意味に おいて 科学的で あると 云われ 

なく はない。 

科学者 は 実証な き 何物 を も 肯定 しないと 同時に、 不 



えんま きんちゃく 

珍しい ものが 挙げて ある。 中には 閻魔の 巾着、 浦 島 

の 火 打 箱な どと いう いかがわし いもの も あるに は ある 

ので ある。 また 『諸国 咄』 の 一 項に も 「おのく 広き 

おおか * バ. S ぢ お-やな 

世界 を 見ぬ ゆへ 也」 とあって、 大蕪 菜、 大鮒、 大山 芋 

など を 並べ 「遠国 を 見ねば 合点の ゆかぬ 物ぞ かし」 と 

駄目 をお し、 「むかし 嵯峨 のさく げん 和尚の 入唐 あそ 

ごぜん 

ばして 後、 信 長 公の 御前に ての 物語に、 りゃう じゅせ 

はちす ば 

んの 御池の 蓮 葉 は、 およそ 一 枚が 二 間 四方 ほど ひらき 

て、 此 かほる 風 心よ く、 此 葉の 上に 昼寝して 涼む 人 あ 

ると 語りた まへば、 信 長 笑わせ 給へば、 云々」 と あり、 

和尚 は 信 長の 頭脳の 偏狭 を 嘆いた と ある。 この 大きな 



『胡蝶 物語』 にある。 「そなたの やうな 生物し り。 …… _ 

唐 山に はかう いふ 故事が ある。 …… 。 和漢の 書 を 引て 

こけ おど きず 

瞽家を 威し。 しったぶ りが 一生の 疵 になって …… 」 と 

いうので ある。 

西 鶴の 知識の 種類 はよ ほど 変って いる。 稀に 書物 か 

らの 知識 も あるが、 それ はいかに も附焼 刃の ようで 直 

接の 読書に よる ものと 思われな いのが 多い。 彼の 大多 

数の 知識 は 主として 耳から 這 入った 耳学問と、 そうし 

て、 彼 自身の 眼から はいった 観察の ノ— トに 拠る もの 

と 思われる。 

彼が 新 知識、 特に オランダ 渡りの 新 知識に 対して 強 



ではない かと 思われる。 

西 鶴が こういう テクニカルな 方面に おける 「独創」 

を 尊重した のみならず、 それ を もって 致 富の 要訣と 考 

うかが 

えていた こと も 彼の 著書の 到る 処に 窺われる。 例え 

ば 『永代 蔵』 の 中で は 前記の 紅染 法の 発明が あり、 「ェ 

夫の ふかき 男」 が 種々 の 改良 農具 「こまざら へ」 「後家 

倒し」 「打 綿の 唐 品」 など を 製 出した 話、 蓮の 葉で 味噌 

きざみ こんぶ あぶらが わらけ 

を 包む 新案、 「行水 舟」 「刻 昆布」 「ちゃんぬ りの 油 土器」 

た JI& 二. -國 す ま IT> 

「しぼみ 形の 莨 入、 外の 人の せぬ 事」 で 三 万両を 儲け 

た 話に は 「いかに はんじゃ うの 所 なれば とて 常の はた 

らき にて 長者に は 成が たし」 などと 云って いる。 どん 



な 行きつ まった 世の中で も オリジナルな アイディア さ 

え あれば いくらでも 金儲けの 道 は あると いうの が 現代 

の ヤン キ ー 商人の モット— であるが、 この 事 を 元禄の 

昔に 西 鶴が 道破して いるので ある。 木綿 をき リ 売りの 

したや 

手拭 を 下 谷の 天神で 売出した 男の 話 は 神宮外苑の パ ン、 

サイ ダ ー 売り を 想わせ、 『諸国 咄』 の 終りに ある、 江戸 

中の 町 を 歩いて 落ちた 金 や 金物 を 拾い集めた 男の 話 は、 

近年 隅 田 川口の 泥 ざら えで 儲けた 人の 話 を 想い出 させ 

て 面白い。 これの 高 じた ものが 沈没船 引上げの 魂胆と 

なる ので ある。 

大して 金儲けに は 関^ はない が、 『織 留』 の 中に ある 



科学の 方法と 一 脈の 相 通ず る 所が あると 云われる。 ま 

も 、パ リ パ- - 

た 例えば 山伏の 橙 汁の 炙 出しと 見当 をつ けてから、 そ 

れを 検証す るた めに 検査 実験 を 行って 詐術 を 実証 観 破 

はんきゅう 

する の も 同様で ある。 「十 夜の 半弓」 「善悪 ふたつの 

取 物」 「人の 刃物 を 出しお くれ」 などに も 同じような 筆 

法が 見られる。 

また 一方で、 彼の 探偵 物に は 人間の 心理の 鋭い 洞察 

によ つ て 事件の 真相 を 見抜く 例 も 沢山 ある。 例えば 毒 

殺の 嫌疑 を 受けた 十六 人の 女中が 一 室に 監禁され、 明 

ごうもん おど 

日 残らず 拷問す ると 威され る、 そうして 一 同 新調の 

絹 のかた びら を 着せられて 幽囚の 一 夜 を 過す ことに 



めいめい きぬ かたびら 

なる。 そうして 翌朝に なって 銘々 の 絹 帷子 を 調べ r 少 

こら 

しも 皺の よらざる 女 一 人 有」 リ それ を 下手人と 睨む と 

つかまつ 

いうの が ある。 「身に 覚 なき はおの づ から 楽寝 仕 り 

衣裳 付 自堕落に なりぬ。 又お のれが 身に 心 遣 ひ あるが 

ゆ へ 夜もすがら 心 やすから ず。 すこしも 寝 ざれば 勝れ 

て 一 人 帷子に 皺の よらざる を 吟味の 種に 仕り 候」 と あ 

る。 少し 無理な ところ も あるが、 狙い 処は 人間の かく 

れた 心理の 描写に ある。 この ー篇 で、 幽閉され た 女中 

どきょう ばけもの 

等が 泣いたり 読経した りする 中に 小唄 を 歌う の や 化物 

のまね をして 人 をお どす のが あ つ たりす るの も 面白い 

その外に も、 例えば 「人の 刃物 を 出しお くれ」 「仕 もせ 



だけ は 自分自身の 肉眼で 正視し 洞察し 獲得した 実証的 

素材 を 赤裸々 に 記録し て い る 傾向が ある。 

西 鶴の 人間に 関する 観察 帰納 演鐸の 手法 を 例示す る 

ものと して はまた 『織 留』 中の 「諸国の 人 を 見し る は 

とリ つきむ し じゅりん だぬ き せいしゅん 

伊勢」 に、 取 付 虫の 寿 林、 ふる 狸の 清 春と いう 二人 

の 歌 比丘尼が、 通りが かりの 旅客 を 一 見した だけです 

ぐに その 郷国 や 職業 を 見抜く、 シャ ー ロック. ホ ー ル 

ムス 的の 「穿ち」 を も 挙げてお きたい。 

科学者と し て も 理論的 科学者 でなくて どこまで も 実 

験 的 科学者であった 西 鶴が、 また 人間の 経験の 習熟 練 

磨の 効果 を 尊重した の は 当然の ことで ある。 そうした 



例と して は 『諸国 咄』 中の 水泳の 達人の 話、 蚤 虱の 曲 

芸の 話、 また 「力なし の 大仏」 の 色々 の 条項 を 挙げる 

ノ J き 

ことが 出来る。 『桜 陰 比 事』 の 「四つ 五 器 かさねての 御 

意」 など もそう した 例で あると 同時に、 西 鶴の 実証 主 

義を 暗示す る ものと 見られる。 

彼の 実証主義 写実主義の 現われと して その 筆に よつ 

て 記録され た 雑多の 時代 世相 風俗 資料 は 近頃 ある 人達 

の 称える 「考現学 的」 の 立場から 見て 貴重な 材料 を 供 

給す る ものである こと は 周知な ことで ある。 例えば 当 

時の 富 人の 豪奢 の 実況 か ら巿井 裏店 の 風景、 質屋の 出 

入り、 牢屋の 生活と いったよ うな ものが 窺われ、 美食 



たしな さまつ 

家 ゃ異食 家が どんな もの を嗜ん だかが 分かり、 瑣末 

なよう な ことで は、 例えば、 万年 暦、 石筆 (鉛筆 か) 

などの 存在が 知られ、 江戸で 蝇取 蜘蛛 を 愛玩した 事実 

こうひょう 

が 窺われ、 北国の 積雪の 深さが 一 丈 三尺、 稀 有の 降雹 

の 一粒の 目方が 八 匁 五分 六 厘と 数字が 出て いる。 好色 

くだ 

物に おける 当時の 性的 生活の 記録に ついては 云う も 管 

であろう。 

実証的な 西 鶴の マテリアリズム は 彼の 「町人 もの」 

の 到る 処に 現われて いるので あるが、 『永代 蔵』 にある 

「其 種なくて 長者に なれる は 独り もなかり き」 という 

言葉 だけから も その 一 端 を 想像され る。 彼 は 興味本位 



『武家 義理 物語』 の 三の 一 に 「すこしの 鞘 とがめな ど 

いひつ のり、 無用の 暄曄を 取む すび、 或は 相 手を切り 

ふせ、 首尾よく 立の く を、 侍の 本意の やうに 沙汰せ し 

が、 是 ひとつと 道なら ず。 子細 は、 其 主人、 自然の 役 

たて ちぎょう 

に 立ぬべし ために、 其 身 相応の 知行 を あたへ 置れ しに、 

此恩は 外にない し、 自分の 事に、 身 を捨る は、 天理に 

そむく 大 悪人、 いか 程の 手柄 すれば とて、 是を 高名と 

はい ひ 難し」 と はっきりした 言葉で 本末の 取りち がえ 

を 非難して いる。 してみ ると、 これらの 武家物 は 決し 

て かくの) J とき 末世 的 武士道 を 礼讃し 奨励す る つ もり 

ではなく、 反対に その 馬鹿らし さ を 強調し 諷諌す るよ 



思 ひ、 または 死別れ て、 i 夫 を 求る とて、 不義と は 申 

べし。 男な き 女の、 一 生に 一 人の 男 を、 不義と は 申さ 

れ まじ。 また 下，^ を 取 あげ、 縁 をく みし 事 は、 むか 

しょりた めし 有。 我 すこしも 不義に は あらず、 云々」 

というの である。 現代なら かな リ 保守的な 女 学者で も 

云いそう な ことで あるが、 ともかく もこれ は 西 鶴 自身 

の 一 種の 自由 恋愛 論 を 姫君の 口 を 借りて 言明した もの 

である ことに は 疑い は 無いで あろう。 それ は 当代に 

あ つ てはずい ぶん ラジカルな 意見で あろうと 思われる _ 

彼の 好色 物に 現われた 性生活の 諸相の 精細な 描写 記 

録は、 この 人間界の 最も 深刻な 事実 を 事実と して 客観 



科学者に も 色々 の 型が ある。 馬 琴 型の 立派な 科学者 

も 決して 稀で はない。 いわゆる アカデミックな 学界の 

権威に はこの 型が 多い。 しかし また 一方で 西 鶴 型の 優 

れた 科学者 も 時に 出現し、 そうして そういう 学者の 中 

に往々 劃期的な 大 発見、 破天荒の 大 理論 を 仕遂げる 人 

が 生まれる ようで ある。 科学 全体としての 飛躍的な 進 

歩 はた だ 後者に よ つ て 成さる ると 云 つ て も 過言で はな 

ヽ o 

レ 

西 鶴 を 生んだ 日本に、 西 鶴 型の 科学者の 出現 を 望む 

の は 必ずしも 空 頼め でない はず であるが、 ただそう い 

とが 

う 型の 学者 は 時に ァカ デミ— の 咎め を 受けて 成敗され 



くち かけ けしずみ さざえ 

見えず 「口 欠の 茶 壷 又は 消炭螺 からより 外 は 何もな 

かりき」 と ある。 こういう 風に、 聯想の 火薬に 点火す 

るた めの 口火の ような もの を 巧みに 選び出す 伎倆 は、 

おそらく 俳諧に おける 彼の 習練から 来た もので はない 

かと 思われる。 もう 一 つの 例 は 『一代 女』 の 終りに 近 

く、 ヒロインの 一代の 薄暮、 多分 雨の そぼ 降る 折 柄で 

のぞ はす 

もあった ろう 「おも ひ 出して 観念の 窓より 視 けば、 蓮 

の 葉 笠 を 着た る やうなる 子供の 面影、 腰よ リ下は 血に 

染みて、 九十 五、 六 程 も 立なら び、 声の あやぎれ もな 

くお はりよ/ \ と 泣きぬ、 云々」 と ある、 これが 昔お 

ろした 子供の 亡魂の 幻像であった というの である。 実 



ずさん たわごと 

止めた。 甚だ 杜撰な ディレッタントの 囈 語の ような も 

ので あるが、 一 科学者の 立場から 見た 元禄の 文豪の 一 

つの 側面観と して、 多少の 参考ない し はお 笑い草と も 

ならば 大幸 である。 

(昭和 十 年 一 月、 改造 社 『日本文学 講座』) 
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